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○ 5月12日の「電⼒需給に関する検討会合」において、今夏の需給対策が決定されました。
○ 需給対策の前提となる需給バランス検証にあたっては、昨冬に引き続き、電⼒広域的運営推進機関
において、新電⼒等も含めた関⻄エリア全体としての検証が⾏われています。

2017年度 今夏の電⼒需給検討体制

5/12（⾦）
検討会合で決定

総合資源エネルギー調査会 電⼒・ガス事業分科会 電⼒・ガス基本政策⼩委員会（第3回）‐配布資料 より作成

＜需給検討体制と今夏の検証の流れ＞
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○関⻄エリアにおける今夏の電⼒需給は、10年に1回程度の猛暑想定においても、広域機関による
ひっ迫時の融通によらずとも、電⼒の安定供給に最低限必要とされる予備率3%以上を確保できる
⾒通しです。

電⼒需給に関する検討会合資料 より作成

○高浜３，４号機の運転再開により、供給⼒は増加
３号機本格運転（８３万ＫＷ※）：７月上旬（予定）
４号機本格運転（８３万ＫＷ※）：６月１６日
※送電端ベース
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2017年度夏季の電⼒需給対策の概要 参 考

電⼒需給に関する検討会合資料 より作成



○ 資源エネルギー庁は電⼒供給構造における現在の課題として、以下の点を挙げています。

電⼒供給構造における現在の課題 参 考

総合資源エネルギー調査会 電⼒・ガス事業分科会 電⼒・ガス基本政策⼩委員会（第3回）‐配布資料 より作成


